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精神的世界と学の形成の諸問題㈹  
一「共生」概念の再解明－  
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かかる自然宗教であり，同時に多神教であったのである。   
かくして，自然と人間，自然と神（々）とが，いわば三角形をなす相互関係  
にあり，そこでは，自然と人間と神（々）との緊密な関係が見られ，これをも  
「共生」と称することができる 。ギリシアの神々は擬人観（神人同形同性説）で，  
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精神的世界と学の形成の諸問題（1尋  
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精神的世界と学の形成の諸問題（咽  
























摘することができる。   
第一は，仏教思想においては，西欧のカテゴリーで認識論・存在論・価値論  


























なければならない。   
精神的世界と学の形成の諸問題（咽  














『椎尾弁匡選集』として残されている。   
ところで，この10巻本の『選集』の約3分の1が「共生（ともいき）」思想の  
説述にかかわるものなのである。「共生の思想」「共生講壇」等が繚々叙述され  
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なんらかの補正あるいは提言をなすことも可能となるのである。   
これまではもっばらルーツのことを述べてきたのであるが、最後に，それら  
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14  文化論集第9号  
という生（せい）の問題は同時に死の問題であり，その意味で「共生共死」が  
言われるのである。足立大進老師（鎌倉円覚寺）が著わした『もう死んでもい  
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